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 今月の視点－172  

日本の大学数 
2021年度は788大学 

5年間で29校増加。うち約半数が専門職大学！ 

 

 
旺文社 教育情報センター 2021 年 4 月 1 日 

 
 

2021年度のはじまりにあたり、現時点での日本の大学数をまとめた。資料により、数値が異な

る日本の大学数だが、本稿では2021年4月の学生募集を実施した大学を集計。あわせて、全国の

大学の学部・学科数、学べる学問分野の設置状況なども掲載した。日本の大学に関する基礎デ

ータとして示したい。 

※本稿の集計データは『螢雪時代4月臨時増刊、8月臨時増刊』（旺文社）ならびに文部科学省資料を基にしている。 

 

■全788校のうち、4分の3を私立大学が占める 

 2021年度の日本の大学数は、図表1に示した通り788校だ。この大学数だが、資料によって

集計対象の違いで数値が異なる。 

 たとえば2020年度の大学数は、文部科学省『令和2年度 学校基本調査』では、795校と示

されている。ここには、学生募集を停止していても在籍者がいる大学、大学院のみの大学な

どが含まれている。一方、2020年度の入学者を募集した大学は781大学だ（弊社調べ）。こちら

の数値には、当該年度の学生募集停止の大学は含んでいない一方、文部科学省所管外の大学

校で「学士」の学位が取れる防衛医科大学校などを、大学と同様の扱いとして含んでいる。 

 大学の多寡や増減を述べる場合は、学士課程の学生募集を実施している大学数を見るの

が妥当と考え、本稿では2021年度の日本の大学数を788大学と示す。そのうち、4分の3を私

立大学が占めており、国公立大学は各々、およそ1割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

※私立大学のうち6校は通信制のみの大学。そのなかに、放送

大学を含む。 

※私立大学のうち3校は株式会社立の大学。 

※文科省所管外の大学校は、学士の学位が取れる大学校（防

衛医科大学校、気象大学校、国立看護大学校、職業能力開発

総合大学校、防衛大学校、海上保安大学校、水産大学校）。 

※募集停止の大学、新設認可申請中の大学と専門職大学、大

学院大学、短期大学、専門職短期大学、外国の大学の日本校

を含まない。 

［図表1］ 2021年度 日本の大学数の内訳 
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 学部・学科数においても、私立大学が全体の4分の3を占めていることが図表2からわかる。

大学数では1割を占める程度だった国公立大学は、国立大学が学部数・学科数では15％を超

え、公立大学は8％程度になっている。国立大学には総合大学が多い一方、公立大学は看護・

医療系統を中心に単科大学が多いことが理由だ。 

  

■募集停止や大学統合がある一方で大学新設は続き、大学数は5年間で29校増 

 日本の大学数は増加が続いている。5年前の 2016年度の大学数は 759校だった。2017年

度には 5校増え、以降年度順に、4校、6校、7校、7校と増加（5年間で募集停止や統合した大

学は計 6校。当該年度でこれを差し引いた純増数）。5年間で 29校増だ。なかでも、2019年度から

開設スタートの専門職大学が、初年度 2校、2020年度 7校、2021 年度 5校新設。計 14校の

増加は、5年間での大学増の約半数を占めている。 

 なお、2021年度の学生募集を停止した大学は 1校、大学統合は 1校。2022年度の新設に

向けて、公立大学 2 校（うち 1 校は既設大学 2 校の統合）、私立大学 2 校、私立専門職大学 2 校

が認可申請中だ。 

 図表 3に 2021年度の新設大学を示した。9大学（9 学部 11学科［名古屋国際工科専門職大学と

大阪国際工科専門職大学が各々1 学部 2 学科］）が新しく設置された。ここ数年、大学名変更も少

なくないため、校名変更された大学も併載した。 

  

［図表2］ 2021年度 学部数・学科数の設置者別の内訳 

 

※「学部組織なし」「学科組

織なし」は集計から除外。 

※学部横断プログラムや特

別履修課程など、学部相

当・学科相当と判断したも

のは集計。 

 

［図表3］ 2021年度の新設大学、校名変更大学 

（※1）滋慶医療科学大学院大学が学部新設により大学新設／（※2）大阪医科大学と大阪薬科大学が統合して校名変更 

（※3）旧校名：苫小牧駒澤大学／（※4）旧校名：東北女子大学／（※5）旧校名：長崎ウエスレヤン大学／（※6）旧校名：第一工業大学 
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 図表 4は、既設大学における新設学部・学科数と、既設学部での新設学科数を示したもの

だ。新設学部・学科の詳細を俯瞰すると、医療系の新設が多数見られるとともに、情報系（デ

ータサイエンス等）の新設、理工系の改組が目につく。 

 

■日本の大学で学べる学問分野。情報系を学ぶ学科が増加している 

 図表 5は、日本の大学で学べる 71の学問分野を、学べる学科数が多い順に並べたものだ。

全大学合計のため、私立大学での設置が多い学科が上位を占める結果となるが、「機械工学」

「電気・電子工学」の各分野は国立大学での設置が多いこともあり、上位に入ってきている。 

 次ページの図表 6は、学問分野別の学科数を 3年前の 2018 年度と比較し、学科数が増え

た上位 10分野を示したものだ。概ね、図表 5の上位と同じで「医療・保健学」「看護学」な

ど資格系の学科、グローバル化を反映して「国際関係学・国際文化学」や「語学」、「社会学・

観光学・メディア学」などの分野が増えてきている。 

 注目は「経営学・経営情報学・商学・会計学」「情報工学」「数学・情報科学」だ。社会の

デジタル化が急速に進み、数理・データサイエンス・AI教育の必要性が言われるなか、関連

した学科の増加は目をひく。 

 

 

 

 

  

 

［図表4］ 2021年度 既設大学における新設学部・学科数の状況 

※図表4で示した新設＝設置認可申請、設置届出に加えて、名称変更も含む。ただし、認可申請や届出があっても名称が同じ場合は集計対

象外とした。他方、名称変更は集計した。学部横断プログラムや特別履修課程など、学部相当・学科相当と判断したものは集計。 

 

［図表5］ 2021年度 学問分野別 学べる学科数［全大学集計］ 

※学問分野は『螢雪時代』（旺文社）の分類による。 ※複数の学問分野を学べる学科は、該当各分野にそれぞれカウント。 

※学科組織がない場合は、学部をカウント。 ※学部横断プログラムや特別履修課程など、学部相当・学科相当と判断したものは集計。 
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■国公私立大学別の学べる学問分野。国立は理系が多く、公立は看護・医療系が多い 

 図表 7からは、国公私立大学のそれぞれの特徴が見える。 

 上位 20分野のうち、国立大学では 14分野が理・工・農学系、3分野が教員養成系となっ

ており特徴的だ。公立大学は 7分野が理・工・農学系の一方、トップは「看護学」で、「医

療・保健学」が 4位、「栄養学」や「食物学」も入っている。加えて「福祉学」「政治学・政

策学」もある。公立大学の地域貢献や参画といった側面が見て取れる。 

 私立大学は工学系が 3分野にとどまる一方、人文科学系・社会科学系のいわゆる文系分野

が多数見られるとともに、「小学校・幼稚園」の教員養成課程や「児童学・子ども学」「体育・

健康科学」「芸術系」などもありバラエティ豊かだ。 

 また、国公私立大学ともに、経済系の2分野と「情報工学」が上位にあるのも特徴的だ。 

 

■エリア別の学問分野。エリアによっては、一部学べない分野も 

 次ページの図表 8では、学問分野別の学科数をエリア別に集計し、上位 20分野を示した。

各エリアに国公立大学が何校あるか、私立大学が何校あるかなどによって、学科数の規模な

ど構成傾向は異なってくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

［図表7］ 2021年度 ［国公私立大学別］ 学問分野別 学べる学科数［上位20分野］ 

※学問分野は『螢雪時代』（旺文社）の分類による。 ※複数の学問分野を学べる学科は、該当各分野にそれぞれカウント。 ※学科組織がない場合は、学部をカウント。 

※学部横断プログラムや特別履修課程など、学部相当・学科相当と判断したものは集計。 

 

［図表6］ 

2018年度と比較して、学べる学科数が増えた 

学問分野［上位10分野／２０２１年度 全大学集計］ 

※学問分野は『螢雪時代』（旺文社）の分類による。 

※複数の学問分野を学べる学科は、該当各分野にそれぞれカウント。 

※学科組織がない場合は、学部をカウント。 

※学部横断プログラムや特別履修課程など、学部相当・学科相当と判断し

たものは集計。 
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 全エリアともトップは「経営学・経営情報学・商学・会計学」。「医療・保健学」が上位に

いるのも共通している。ここに示した上位20分野に限れば、学科数の違いはあれ、ラインナ

ップは各エリアとも概ね同じだが、たとえば、北海道・東北エリアでは「文学」が入ってい

ない一方、他のエリアには見られない「農学」「農芸化学」が入っている。また、「語学」は

全エリアとも上位20にあるが、関東・甲信越、北陸・東海、関西に約8割が集中しているこ

となどが読み取れる。多くの学問分野は、大学の選択肢の多寡はあれ、いずれのエリアでも

学ぶことができる。一方で、極端な例では「原子力工学」「経営工学・管理工学」「船舶・海

洋工学・商船学」は学べないエリアがある。 
 
 新設や改組される学部や学科には、時代の写し鏡のようなところがある。伝統的学問の継

続の一方で、今後どのような大学、学部・学科が生まれてくるのか注視していきたい。                 
（2021.4 加納） 

 

［図表8］ 2021年度 ［エリア別］ 学問分野別 学べる学科数［上位20分野／全大学集計］ 

※学問分野は『螢雪時代』（旺文社）の分類による。 ※複数の学問分野を学べる学科は、該当各分野にそれぞれカウント。 ※学科組織がない場合は、学部をカウント。 

※学部横断プログラムや特別履修課程など、学部相当・学科相当と判断したものは集計。 

※学科の履修地が複数ある場合（選択制、コースによって変わる、学年で変わるなど）、それぞれのエリアにカウント。大学本部のみ判明の場合は本部所在地にカウント。 
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